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長崎市議会議員 

林 ひろふみ 
市政 

NEWS 活動 

      ご あ い さ つ  
 

   先ず隗より始めよ 
 

 日頃より大変お世話になっております。 

 今年は３月以降も例年になく肌寒い日が続

き、桜の開花も大きくずれ込むようです。皆

さんはいかがお過ごしでしょうか。 

 「卒業と別れ」、「新出発と出会い」。目

まぐるしく「人」も「心持ち」も交差する季

節です。私自身も何かと気だけが逸る日々を

送っておりますが、こういう時こそ、まず自

分の足元をしっかりと見据え、出来ることか

ら少しづづ、着実に歩を進めることが大事だ

と感じています。 
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春 

【林ひろふみプロフィール】 

昭和４２年４月２６日 長崎市生まれ。（４９歳） 

長崎市立西町小学校、緑が丘中学校、県立長崎北高校 

卒業、創価大学法学部卒 

平成２年長崎市役所入庁～水産農林部係長を経て、 

平成２２年１２月市役所を退職（２０年９ヶ月在職） 

現在、長崎市議２期。党長崎北支部長、党県青年委員 

会副委員長 

２月市議会定例会から 

  長年の要望がついに実現！ 

 車みち整備事業は、長崎市と地域が一体となって、階段をス

ロープ化したり、道幅を少し広げたりと、地域の実情に応じた

様々な工夫をしながら、車が通る道路をより早く整備するもの

です。 

 西町小学校裏門から油木町へ至る歩道については急傾斜の階

段となっており、地域の高齢化に伴い、早期の車道化を求める

声が長年にわたり上がっていました。 

 林ひろふみは、平成２６年に地元住民の声を受け、現地調査

を行うなど、実現に向けた取り組みを開始。 

 市土木部との協議を通して、地元住民の合意形成に向けた環

境づくりを提言するなど、事業の実現を力強く推進してきまし

た。 

 
階段をスロープ化することで車両通行が可能な道路に 

 ２月定例会において、市議会環境経済委員

会委員長の職を拝命いたしました。同委員会

では大型事業の進展を含むこれからの地域経

済の活性化が大きなテーマになります。市民

の皆さんに分かり易い、丁寧な議論の形成に

努めてまいります。 

 今後とも、皆様のご指導、ご鞭撻のほどよ

ろしくお願いいたします。 
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２月市議会定例会から 

地 
域 

活 
動 サポート 

横尾市道の歩道に手すりを設置 

多以良町用水路の溝蓋修繕 

経年劣化による溝

蓋のズレにより、車

両通過時の騒音に

悩まされていました

が、対策工事により

騒音を解消すること

ができました。 

橋と歩道の接道部

分に傾斜があり、

転倒事故が頻発し

ていましたが、整備

により安心して通

行できるようになり

ました。 

行政サテライト機能再編は１０月に延期へ！ 
関連議案を修正可決。当初予算案は原案可決に。 

  住民への周知不足を懸念 
 総務委員会にて審査を行った市役所の出先機関を再編するた

めの関連２議案は、再編の施行時期を７月から１０月に修正す

ることで決着。市民への周知徹底のための期間を設けることと

なりました。 

 委員会では市民への周知不足や、行政サービスの低下を懸念

する意見などが噴出し、１日を予定していた審査は３日間に及

びました。 

 修正可決にあたっては、出先機関の職員の育成やサービスの

維持についての検証・見直しなどを求める付帯決議が提案され、

全会一致で可決されました。 

 平成２９年１０月から、入院に係る医療費の助成を中学校卒

業まで拡大することが決定しました。 

 子ども医療費助成については、平成２８年４月に小学校卒業

までに拡大していましたが、更なる拡充となります。中学生ま

での全医療費助成に向けて、これからも力強く取り組んでまい

ります。 

２９年度当初予算から 子ども医療対策がさらに充実！ 


